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の治療開始から1年 6ケ月の現在 CT 上肺転移を認め

ていない.

5)腫塔内 DPD の発現とその制御
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摘 捌 DihyかopyTimidinedebydTOgen盈Se(DPD)

は5-rluorouracil(FU)の分解を司る律速酵素であ

る.uracilによる腰痛細胞内の DPD活性阻害作問と.

FU の殺細胞効果増強作柄を検証 した. 【方法】十二

指腸癌株 HuTu80と肺癌株 MIAPaCa - 2を用い,

DPD活性 (radioenzymaticassay)と FU の殺細

胞作開 (MTTtest)を調べた. 【結果】DPD 活性は

HuTu80で 153pmol/min/mgprotein.MIAPaCa-

2で 101pmol/min/mgprotein とかなり高かった.

一定濃度の FU に種々の濃度の uracilを併用 したと

ころ.濃度依存的に FU の分解抑制作用と FU の殺

細胞効果増強作桐を示し,両者は相関していた.uracil

単独では殺細胞効果は認められなかった. 【考察】uracil

を配合している UFTは,DPD活性が高いためにFU

に低感受性になっているような腫塙に対しても有効であ

る可能性が示唆された.

6)生体の日周リズム はiTCad豆anTbythm)を

考慮 した多剤併用化学療法 (FLMP 療法)

の乳癌に対する効果
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【目的】Biochemicalmodulationを考慮 した多剤

併用化学療法に.生体の日周 リズムに基いた時間治療学

(Chronotherapy)の理論を導入した FLMP療法を

進行再発乳癌に施行してその有効性について検討した.

(方法】レジメンは,5FU5弼m瞥ぬy1-5(comも),

LV20mgday1-5(PM6), MMC2mg day5

(AM9),CDDP60-80mgday5(PM6)である.5

FU は24時間持続で5日間投与するが,腫痔の増穂が

盛んな夜間に投与量を増加する.LV は5FU の効果

を増強させるため夜間に投与する.5日目に CDDPの

不活性化を防ぐため MMCを先行授与した後,CDDP

を夜間に投与する.CDDPを高濃度投与する場合,5

FU先行投与にのみ相乗効果が得られるとされる.こ

の場合5FU は CDDPの modulatorとして作用す

る.また.CDDPを夜間授与することにより生体の腎

毒性,消化器毒性が軽減できる.1クール4過で,点滴

静注または肝動注で施行した.

【結果】3クール以上投与した進行再発乳癌 5例の奏

効率は CRl.PR2の60%で.grade3以上の副作用

は極めて軽微であった.

7)乳癌の術後補助化学療法の検討
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乳癌は化学療法が比較的有効である.とくに,根治を

めざすためには術後 (主病巣)切除後の微少転移を標的

とする術後補助療法が必要である.今回.当科における

乳癌の術後補助化学療法について検討 した.対象は

1988年 1月-1997年12月までの原発性乳癌手術患者

(女性)186例である.術後補助療法の実態について,化

学療法 vs内分泌療法,化学療法施行例では多剤静注 vs

フツ化ピリミジン系軽口抗癌剤についてその患者背景因

子を検討した.さらに多剤静注とフツ化ピリミジン系軽

口抗癌剤の副作用についても比較検討したので報告する.
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